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これらの症状は，睡眠や食欲に影響することがあります。 

 乳幼児は症状をうまく伝えられないため，まわりの大人が

こまめに観察して，早期に治療を始めましょう。 

  

眠気の少ない抗ヒスタミン薬を中心に，次のような薬が処方されます。 

症状によっては，漢方薬を処方されることもあります。 

 

 

 

 

 

 

 標準的な治療や管理方法が，ガイドラインで定められ広まったことにより，最近では，こどもの気管支喘息

による入院や死亡率は，大きく減少しています。しかし，こどもの４～10％に喘息が見られ，その中の約 80～

90％が６歳までに発症すると言われています。 

乳幼児の気道は狭く分泌物が多いため，呼吸困難が急速に進行しやすいという特徴があります。 

 また，喘息の発症の原因として，ダニやハウスダストなどのアレルゲン，たばこの煙を吸い込むことや，RS

ウイルスなどによる感染症，気温の変化等があります。 

 治療は発作を予防するためのステロイド薬の吸入や，ロイコトリエン 

受容体拮抗薬等の内服を続けます。また，発作が起きた時に症状を抑え

る薬もあります。この 2種類を使い分けて治療します。 

 
目が 
かゆい!! 

小児科や眼科へ 

 
鼻水とくしゃみが 
止まらない!! 

小児科や耳鼻咽喉科へ 

●気管支を広げ，咳や息苦しさを改善する 

●咳の発作を予防する 

例えば，プランルカスト（オノン○Ｒ）， 

モンテルカスト（キプレス○Ｒ， 

シングレア○Ｒ）など 

 

ロイコトリエン受容体
じゅようたい

拮抗
きっこう

薬
やく

 

●アレルギー反応を抑え，症状を軽減する 

例えば，オロパタジン（アレロック○Ｒ）， 

フェキソフェナジン（アレグラ○Ｒ） 

など 

 

抗ヒスタミン薬 

 

●スギ花粉やアレルギー

の原因となるものを，少

しずつ体の中に取り入

れ，体を慣らすことで，

体質の改善が期待でき

ます。 
 
●薬を舌の下に１分ほど

置くことができれば， 

５歳から治療ができま

す。 

 

発作が 

起きると･･･ 

 
慢性的な 
炎症が 
起きている 

 
気道が 
狭くなる 

 
炎症が 
悪化する ヒューヒュー 

ゼーゼー 

喘息のこどもの気道（空気の通り道） 

 

こどもは，喘息発作の息苦しさを，言葉で表現することが難しい場合があります。 

夜間や明け方に泣く，機嫌が悪くなる，顔色が悪くなる，横になって眠ることができない等の 

症状があれば，早めに受診をしましょう。喘息発作により，呼吸困難や意識がはっきりしない等の

様子がある場合は，救急車を呼ぶ等の緊急の対応が必要になることもあります。 

喘息の診断を受けている場合は，『発作時の対応』について，主治医に確認しておきましょう。 

こまめな掃除 

 
 ダニやハウスダストは， 

布団などの寝具や 
じゅうたん，ぬいぐるみ等に

付着します。 
ペットの毛やフケが， 
喘息の原因となることも 

あります。 

 

ウイルスによる 
感染症を予防 

 

 
予防接種を受ける， 
人の多い場所に行く時

はマスクを着用 
しましょう。 

 

清潔な空気 

 

 

家族に喫煙者がいる場合， 
こどもが煙を吸わない 
ように，喫煙場所を 

決めましょう。 

呉地域の医療を守るために， 
わたしたちにできること 

現在，呉地域は医師不足・看護

師不足により，救急医療体制の

維持が難しくなってきています。 

 

✜こどもの普段の健康状態を 

知っている「かかりつけ医」を

もつことで，病気の早期発見

と治療につながります。 

✜専門の医師による診察と治療

を受けるために，通常の診療

時間内に受診をしましょう。 

✜緊急性がない場合は， 

自家用車や交通機関等を利用

しましょう。 

 

   

 
 

衣服に付いた 
花粉を取り除く マスクの着用 

 

帰宅後の 
手洗い・うがい 

洗顔 

 

天気予報等で 
花粉の飛散予報を 
   確認でき 

  ます。 

目には見えませんが， 
顔や手，喉に付着して 

いる花粉を取り 
除きましょう。 

 

 
鼻水等の症状で処方される薬も

ありますね。 

 

 
 

粘着クリーナーが 
おすすめです。 

 

花粉が 
付着しにくい 
素材を選ぶ 

 

 

 
綿素材のもの， 
表面がツルツル 
している素材の 
衣服は花粉が付き 

にくいです。 

 

たばこの煙を 
避ける 

 

 

花粉の飛散がある 
時期以外は，窓を開けて 
換気をしましょう。 
空気清浄機の活用も 
よいでしょう。 

 

花粉症と喘息はお互いに悪化の要因に 

なるので，両方を同時にケアしましょう。 

 


